浜松の民芸運動の現代的評価に向けて by 黒田 宏治 et al.
浜松の民芸運動の現代的評価に向けて











　The MINGEI Movement in Hamamatsu may become a new identity of culture and design of Hamamatsu. In this paper, we performed 
the interview to native district historiographer and the outline chronological table rearranging based on some local documents, about the 
MINGEI Movement in Hamamatsu. Towards the evaluation of the MINGEI Movement in Hamamatsu, we like to continue to do the research.
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展開が、民芸運動と呼ばれている。大正 15 年（1926 年）
の「日本民藝美術館設立趣意書」の発表、昭和 6 年（1931
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＊本稿は、2012 年 9 月 8 日に伊東政好氏のオフィス（浜
　松市中区板屋町）で行ったインタビューの記録である。
【資料２】浜松の民芸運動に関わる動き（年表）
大正 15 年（1926 年）〜昭和元年





昭和 2 年（1927 年）








　2 月  柳宗悦『工藝の協団に関する一提案』を
  執筆・配布。










昭和 3 年（1928 年）










昭和 4 年（1929 年）








  　の研究を行う。両氏は昭和 9 〜 10
  　年に作品二人展を東西ギャラリーで開
  　催。
昭和 6 年（1931 年）
　1 月  月刊雑誌『工藝』創刊。当初は芹沢銈介
  が装幀を担当。




　5 月  水沢澄夫の手で民芸店「水沢」が東京・
  京橋に開店。→約半年で閉店に至る。
　9 月  民芸店「水沢」主催で浜松市鴨江寺真言
  院で「諸国新工芸品展覧会」開催。




昭和 7 年（1932 年）




　4 月  外村吉之介（山口在住、後の倉敷民藝館
  館長）、柳悦孝（京都在住、柳宗悦の甥）
  が平松実工房に入る。
　6 月  民芸店「水沢」主催で浜松市鴨江寺真言
  院で「第２回諸国新工芸品展覧会」開催。










昭和 8 年（1933 年）
　1 月  あかね屋主催による「染織物大展覧会」
写真１：伊東政好氏インタビュー風景
（写真右奥が伊東政好氏、左手前が黒田、撮影は阿蘇）
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注
1) 日本民藝館 HP　http://www.mingeikan.or.jp/









　 文化集団 ,1992 年


















　3 月  東京・高島屋で「新興工芸総合展」開催
  （日本民芸美術館主催）。
この年夏頃、「日本民芸美術館」（高林邸内）閉館。
　8 月  浜松商品陳列所主催で芹沢銈介を招いて
  型染講習会開催。
昭和 9 年（1934 年）




　4 月  外村吉之介、柳悦孝、西ヶ崎工房から袋
  井町大門に転出。
　9 月  芹沢銈介（当時静岡市在住）、東京に転出、
  東京・蒲田に工房を構える。
昭和 10 年（1935 年）
　8 月  誠心高等女学校の工芸部主催、芹沢銈介
  を招いて個展と染色講習会開催。
昭和 11 年（1936 年）







　6 月  中村精『民藝と濱松』（私家版）を発行。
  ＊ 10 年にわたる遠州の民芸運動につい
  　て執筆したもの。
　10 月  東京・駒場に「日本民藝館」開館（10/24）。
昭和 13 年（1938 年）
　10 月  浜松市常盤町に遠州病院開院。
昭和 14 年（1939 年）
　4 月  中村精、慶応義塾大学に招聘され、商工
  学校の教員になる。
＊鈴木直之『幻の日本民藝美術館——遠州の民藝運動とそ
の群像』（種月文化集団、1992 年）を基本に、『民藝
四十年』（岩波文庫、1984 年）、『教育と民芸につくし
た中村精』（浜松読書文化協力会、1995 年）、『遠州民
芸運動の資料展』（遠州民芸同好会、1991 年）なども
参考に、黒田が作成した。
